
殺 虫 剤

弊
社
で
は
、
圃
場
の
土
壌
を
ご
送
付
頂
き
、
そ
の

土
壌
中
の
セ
ン
チ
ュ
ウ
数
を
測
定
し
、
防
除
計
画
の

ご
参
考
に
し
て
頂
く
セ
ン
チ
ュ
ウ
検
定
を
無
料
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
裏
面
弊
社
支
店

担
当
者
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

セ
ン
チ
ュ
ウ
検
定
サ
ー
ビ
ス
実
施
中
！
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【試験事例①】
神奈川県農業技術センター足柄区事務所 (2015年)

【試験事例③】佐賀県果樹試験場（2015年）

【試験事例②】福岡県農林業総合試験場（2017年）

供試
薬剤

希釈
倍率

テッパン
液剤

2000倍

対照剤A 2000倍

供試
薬剤

希釈
倍率

テッパン
液剤

2000倍

対照剤B 4000倍

供試
薬剤

希釈
倍率

テッパン
液剤

2000倍

対照剤C 4000倍

ケシキスイ類は、コアオハナムグリと
セットで訪花害虫です。開花期に吸蜜す
る際に幼果を傷つけ、傷つけられた幼果
が成熟して被害が確認できます。ケシキ
スイ類の生態は不明な点が多いですが、
圃場周辺から飛来し、開花期間中に防除
する必要があります。

テ
ッ
パ
ン
液
剤
は
、
か
ん
き
つ
、
か
き
、
う
め
、
小
粒
核
果
類
に

適
用
拡
大
し
ま
し
た
。
本
剤
は
ジ
ア
ミ
ド
系
殺
虫
剤
で
チ
ョ
ウ
目
、

ハ
エ
目
、
カ
メ
ム
シ
目
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
目
お
よ
び
甲
虫
目
な
ど
の
広

範
囲
の
害
虫
に
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

害
虫
の
幅
広
い
ス
テ
ー
ジ
で
安
定
し
た
効
果
を
発
揮
し
、
幼
虫
の

発
育
ス
テ
ー
ジ
に
関
わ
ら
ず
高
い
効
果
を
示
し
ま
す
。
ま
た
、
成
虫

に
対
し
て
も
殺
虫
活
性
や
産
卵
抑
制
効
果
を
併
せ
持
ち
ま
す
。
主
に

食
毒
に
よ
り
作
用
し
ま
す
が
経
皮
的
に
も
薬
剤
が
取
り
込
ま
れ
、
速

や
か
に
中
毒
症
状
を
示
し
、
摂
食
行
動
を
停
止
さ
せ
ま
す
。
散
布
後
、

長
期
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
効
果
を
発
揮
し
、
耐
雨
性
に
も
優
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、
か
ん
き
つ
に
お
い
て
は
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
、
ケ
ム
シ
類
だ
け

で
は
な
く
、
コ
ア
オ
ハ
ナ
ム
グ
リ
、
ケ
シ
キ
ス
イ
類
な
ど
の
訪
花
害

虫
に
対
し
て
も
効
果
を
発
揮
し
、
幅
広
い
害
虫
の
防
除
に
ご
使
用
い

た
だ
け
ま
す
。

作物名 かんきつ（青島温州）

対象害虫 チャノキイロアザミウマ 発生程度 少

散布 6月2日、7月15日、8月19日 散布水量 10Ｌ/1樹

調査 9月14日

試験方法 1区1樹3反復 1樹あたり50果の果梗部被害を調査した

作物名 かんきつ（興津早生）

対象害虫
ケムシ類

（クワゴマダラヒトリ）
発生程度 中（放虫）

散布 4月21日 散布水量
1枝(0.9 L
/3反復)

放虫
4月21日

（新梢にゴース袋を被せ、その中に20匹放飼した）

調査 4月25日、28日、5月2日

試験方法
1区1枝3連制 ゴース袋を外し、生存虫、衰弱虫、
死亡虫の数を計測した。

作物名 かんきつ（温州みかん）

対象害虫
ケシキスイ類

（主にヒメヒラタケシキスイ）
発生程度 少

散布 5月5日 散布水量 7Ｌ/1樹

調査 6月10日

試験方法 1区1樹 3連制 各樹の赤道部の任意の100果について調査した。



〒102-0071 東京都千代田区富士見2-10-2
TEL 03-6256-9170 FAX 03-3263-2078

本社 普及部

【使い方：散布】

テッパン液剤

石 原 の 農 薬 適 用 拡 大 情 報

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

作物名 適用害虫名 希釈倍数
10アール当り
使用液量

使用時期
本剤及び有効成分*を
含む農薬の総使用回数

かんきつ
アゲハ類、アザミウマ類、ミカンハモグリガ
コアオハナムグリ、ケシキスイ類、ケムシ類

ミカンバエ成虫

2,000倍 200～700ℓ
収穫前日
まで

2回以内
かき カキノヘタムシガ、イラガ類

うめ ハマキムシ類、ケムシ類

小粒核果類
（うめ、すも
もを除く）

ケムシ類

★9月14日に適用拡大しました。

（適用拡大箇所のみ記載）

*シクラニリプロール

知って得する⁈ クビアカスカシバ（ぶどう）

❖北海道、本州、九州の広い地域に分布しています。

❖寄主植物はブドウ科植物と想定されています（未解明）。

❖成虫は「スズメバチ」に近い外観をしています（写真①）。

❖年1回の発生で、成虫は特に6月中旬～8月中旬にかけて発生が多くなります。

❖幼虫の孵化や樹への食入も7月中旬～9月にかけて長く続き、成虫発生終了時に様々

なステージの幼虫が存在します。（成虫が発生する時期にバラツキが生じる原因）。

❖老熟幼虫は、加害部から脱出し、加害部直下の地表に移り、土中で繭を形成し、

越冬します(特殊な生態)。

❖被害樹では被害部より先の樹勢低下が生じ、枝や樹体が枯死に至る場合も多く、

収量へ大きな影響がでます（写真②）。

防除の考え方と位置づけ

防除は成虫対象ではなく幼虫対象で、孵化幼虫が樹に食入する際に薬剤を

取込ませて殺します。

＜重要害虫の発生消長＞

多くの産地では、クビアカスカシバを対象に6月～8月にかけて複数回の散布機会があります。
この時期は「チャノキイロアザミウマ」や「コガネムシ」も発生しますが、これらの害虫にも高い効果を示す、
テッパン液剤（2000倍、収穫前日まで、2回以内）で同時防除が可能です！

害虫種
5月 6月 7月 8月 9月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

チャノキイロアザミウマ

コガネムシ類

クビアカスカシバ

①クビアカスカシバ成虫

②幼虫による被害樹

テッパン液剤
散布推奨時期


